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図 書 名 等 聴 き 取 り 内 容

1 性器の修整が甘く、性描写も多いので、指定該当やむなし。

絵がきれいで、画力が素晴らしい。着眼点は面白い。セリフ廻しは作者の自然な才
能を感じる。しかし、大人が買う分には問題ないが、青少年には良くない。性交
シーンは、経験のない人からすれば大いに勘違いを招く。性器の修整は良くない。
消されていないそのままの描写に近い。指定該当やむなし。

全体的にコミカルに描かれていて卑わい感を感じさせないような描かれ方をしてい
る。中盤から後半にかけては性器の修整はされているもののむしろ強調されてい
る。擬音や体液も多くなっている。片想いから両想いというストーリーだが、閉ざ
された部屋、器具や媚薬などの設定を考えると該当やむなし。

全裸若しくは半裸や性的行為との描写はあるものの、相思相愛であり人格を否定す
る行為であるとは思えない。ただし、性器は、ぼかされておらずリアルに見えてし
まう。指定該当やむなし。

全編コメディタッチで明るい。BL物によくある借金のかたとしてとか、薬物によっ
てなどの強制性を上手く回避している点にも工夫が見られ、ハッピーエンドとなっ
ている。しかし、後半は大部分がひどい性描写。性器の修整が甘い。結合部をしっ
かり描く、擬音、体液描写が多い点で擁護のしようがない。指定該当やむなし。

全編大部分ではない。1～２話は卑わい感なく該当しない。３～５話は口淫、バイブ
レーター、挿入行為等が断面図を用いながらありありと生々しく描写され、黒線の
みで形がわかり性器や射精シーンとも相まって卑わい感をもたらしている。なお、
媚薬は強制的ではなく、設定からしてフィクションだと青少年も理解できるように
思う。コミカルではあるが、描写自体がリアリティが強すぎ卑わい感を払拭するに
至っていない。指定該当やむなし。

コミカルなゲーム感覚の作品で、人格否定などは見受けられない。両想いのふたり
を結ぶためのゲームだった、というラストも、さわやかな印象。ただ、男性器の表
現が生々しくトーンなどで陰影をつけつつ、このレベルの修整で済ませている、と
いう表現をなかなか見たことがない。性描写（性行為）や器具の使用、薬物などあ
わせて、18歳未満の青少年が読むにはふさわしくない。指定該当やむなし。

監禁という極限状態を描いている。薬物もある。両思いだから良いとはならない。
卑わい感は物語のトーンもあり、著しいとまでいえるかは疑問。性シーンは多くな
い。特に後半は性器の修整は甘く形状、質感などがわかる。出版する際には配慮が
あってよい。このレベルで市場に出すならば成年向けが良いのではないか。指定該
当やむなし。

コメディタッチのBL漫画。画力もあり、内容も分かりやすく、相思相愛なので嫌悪
感や強制感もない。媚薬が登場し意識もうろうとするが、無理やり感や洗脳ではな
い。しかし、男性器の修整の甘さが著しくひどい。さらに登場回数の多さをふまえ
青年レベルを超えていると判断し、指定該当やむなし。

監禁という状況ではあるものの、ストーリー、描写についてはコミカルな場面もあ
り、重苦しい展開はない。性交シーンは多いとは感じないが、要所要所で出てくる
性器については、リアルな描写となっており、修整をしているとは言い難い。指定
該当。

男性器の修整が黒棒で多く消されても型ははっきりわかるが、内容的には指定該当
はいえないレベルなので指定非該当。

性描写のシーンが少ない。反社会的な要素も見当たらない。陰湿ではなくライトな
感じで、コミックとして面白い設定なので過激さもあまり感じなかった。描写、内
容ともライトなので、指定非該当。

人格否定は無く、ストーリーはギャク寄り。露骨な描写はあるが、性的感情を刺激
されない。指定非該当。

全裸半裸状態の描写は多いものの、局部描写において多重黒線をつけることで、過
激な描写を抑制している点は考慮されるべき。また、ストーリー展開において最終
的に二人が互いの想いを伝えあい結ばれる点は心温まるものがある。以上の理由に
より指定非該当。

性器の修整が甘いように感じる。線で隠したりしているがそれとわかる。ストー
リー上卑わい感はない。「〇〇しなければ出られない」という流れが人格否定につ
ながらないか懸念があるが、全体をみると、内容的には指定非該当。

性描写が全体的に多く、性器のボカシも少ない。監禁されたり、器具や媚薬を使用
したりするシーンもあるが、物語がコミカルなため、あまりリアリティを感じな
い。また、物語の根底にあるのは二人とも本当は想い合っているのに結ばれていな
いという恋愛マンガにはよくある状況をコメディタッチで描いているという印象
で、このマンガを読んで青少年の育成に悪影響を与えるというようには感じられな
い。指定非該当。

条例第18条の２第２項に規定する自主規制団体からの聴き取り結果
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